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写真・文／小山博孝
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「
○
○
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

よ
く
眠
れ
ま
し
た
か
」

　
「
△
△
さ
ん
、
今
日
は
ひ
げ
を
剃
ろ
う
か
」

　
「
今
晩
は
×
×
さ
ん
の
好
き
な
テ
レ
ビ

『
水
戸
黄
門
』
が
あ
る
ね
。
楽
し
み
だ
ね
」

―
―
話
し
か
け
る
岩
迫
清
美
さ
ん
（
二
七

歳
）
に
、
お
年
寄
り
た
ち
が
孫
を
み
る
よ

う
な
笑
顔
で
応
え
て
い
る
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
第
二
い
ず
み
苑

の
朝
の
は
じ
ま
り
だ
。
岩
迫
さ
ん
と
西
川

博
美
さ
ん
（
二
一
歳
）
は
、
こ
の
ホ
ー
ム

の
介
護
職
員
と
し
て
、
二
年
前
か
ら
活
躍

し
て
い
る
。

　

二
人
は
平
成
十
年
か
ら
、
せ
き
髄
損
傷

者
職
業
セ
ン
タ
ー
（
福
岡
県
飯
塚
市
）
で
試

行
さ
れ
て
き
た
「
知
的
障
害
者
の
介
護
分

野
へ
の
職
域
拡
大
事
業
」
で
指
導
と
訓
練

を
受
け
、
第
二
い
ず
み
苑
へ
就
職
し
た
。

　

現
在
ま
で
に
、
一
八
名
の
知
的
障
害
者

が
こ
の
指
導
・
訓
練
（
所
内
指
導
六
週
間
、

職
場
実
習
六
週
間
を
二
ヵ
所
の
全
一
八
週

間
実
施
）
を
受
け
、
一
一
名
が
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
施
設
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
活
躍
し
て
い

る
。

　

岩
迫
さ
ん
た
ち
を
受
け
入
れ
た
第
二
い

ず
み
苑
の
伊
東
紅
施
設
長
も
、

　
「
は
じ
め
は
、
知
的
障
害
者
に
対
す
る
不

安
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
セ
ン
タ
ー
の

先
生
た
ち
の
強
い
勧
め
で
、
岩
迫
さ
ん
を

「亡くなった自分のおじいちゃんの世話をしてあげたかったから、介護の仕事を選びました。今、自分のおじいちゃん、おばあちゃんと思って仕事をしていま
す。みなさんとお話ししながら、毎日楽しいです」と話す岩迫清美さん（左）。「まだ慣れないこともあり、ついていくのがたいへん。でも、やりがいがありま
す」という西川博美さん（右）

特別養護老人ホーム第二いずみ苑

平塚隆典理事長（右）と伊東紅施設長（左） 「明るく素直。慣れるまで多少時間がかかったが、
覚えてからは手ぬきをしない。自立までやさしく見
守りたい」という施設長の岩迫評

せき髄損傷者職業センターで訓練に励む岩迫さん
（平成 11年、写真提供：第二いずみ苑）
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受
け
入
れ
て
み
ま
し
た
。
最
初
は
職
員
も
イ

ラ
イ
ラ
し
た
よ
う
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
指
導

を
す
る
と
、
積
極
的
に
仕
事
を
し
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
年
寄
り
た
ち
に
も
ほ
ど
よ
い
目
線
で
対

応
し
て
い
る
姿
か
ら
、
私
も
職
員
た
ち
も
、

学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
彼
女
た
ち
が

来
て
か
ら
、
笑
顔
が
多
く
な
っ
た
気
が
し
ま

す
」
と
岩
迫
さ
ん
た
ち
の
成
長
に
期
待
し
て

い
る
。

　

高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
っ
て
介
護
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
今
後
、
さ
ら
な
る
労
働

力
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
の
分
野
で
、
知
的
障

害
者
の
新
た
な
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

●社会福祉法人いずみ福祉会
特別養護老人ホーム第二いずみ苑
〒 820-0051　福岡県飯塚市大字庄司 1941-1
TEL 0948-23-5778

●日本障害者雇用促進協会
せき髄損傷者職業センター
〒 820-0053　福岡県飯塚市大字伊岐須 550-4
TEL 0948-24-7500　FAX 0948-29-0878

ポータブルトイレの洗浄

洗濯物の整理

ベッドメイキング用具や機器の整理

室内ボーリングで
楽しいレクリエーション

車いすへの移乗、体位変換などでは、職員の補助を。
単独ではしないよう指導されている

搬送介助

排泄介助と洗浄 爪切りやひげ剃り ホーム内の掃除

おやつ配り、配膳・後片づけと仕事は幅広い。
食事介助も、職員の目の届く範囲でする

あいさつや声かけは介護の基本。岩迫さんの明るい対応を
素直に受け入れる
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フォローアップのため篠田千登世寮母長（中）をたずね、岩迫さんたちの活躍ぶりをみる
せき髄損傷者職業センターの穂坂英春障害者職業カウンセラー（左）

正月に振袖を着て、お屠蘇をサービス。
入所者にたいへん喜ばれた（写真提供：第二いずみ苑）

ホームヘルパーの資格を２年後ぐらいに取りたいと、準備中の岩迫さん 仕事を終えたあと、穂波学園でバレーボールの選手
として活躍する 2人

●社会福祉法人穂波学園（渕上忠彦理事長）
〒８２０-００５１　福岡県飯塚市大字庄司１１５０
ＴＥＬ ０９４８-２２-３０２２  　ＦＡＸ ０９４８-２４-０１４２

穂波学園通勤寮で生活する岩迫さんと西川さん


